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極高エネルギーでの空気シャワーの精密ミュレーション
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空気シャワー: 宇宙のどこかで作られた高エネルギーの粒子が地球に飛来
すると，空気分子と衝突を繰り返しながら多数の電子や光子、ミュー粒
子などが生成され，10kmにも渡って地上に降り注ぎます．これが空気
シャワーで，粒子の飛跡が見えたとすると左図のように見えるでしょ
う．

灼熱地獄を作り出す原水爆の中の粒子のエネルギーの１兆倍以上のエネ
ルギーの粒子が宇宙の中のどこでどのように作られているかは謎です．

この謎を解明すべく日本が中心となり，アメリカのユタ州の砂漠でTA実験が行
われています．謎解きをするのに不可欠なのが，空気シャワーをシミュレー
ションして観測から正しい情報を引き出す方法を編み出すことです．

ところが，極高エネルギーのシャワーのシミュレーションを1台のコンピュー
タで行うと，数年の時間がかかってしまいます．
そこで多数のコンピュータで分散処理します．どのように分散処理させるかが
カギとなりますが，ここではD-Skeleton法(分散骸骨法)と言う新しいアイディ
ア(下図)を活用しています．
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